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放射性元素（物質）とは 

• 不安定な元素（核種）

どんな元素にも放射性のものが存在する。天
然のものと人工的に作ったものがある。 

• 放射線を出して崩壊する元素（核種）

一定の割合で崩壊する（半減期）
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私たちの身近な放射線とは？ 
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天然の放射性元素 

• 地球ができたときから地殻に存在するもの

系列をつくるもの

ウラン（U）、トリウム（Th）

系列をつくらないもの 

カリウム（K）

• 宇宙線によって常時生成しているもの

  炭素１４、トリチウム、ベリリウム（Be） 
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自然の放射線 
（太古からの放射線と人工の放射線） 

５



核図表 

Nuclear Chart 
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公衆の放射線被ばく量（年間） 
日本での自然放射線による被ばく 

宇宙線 0.29  ミリシーベルト 

大地  0.38 

ラドン 0.40 

体内放射能 0.41 

（計） 1.5 （世界の平均は2.5ミリシーベルト） 
日本人の医療による被ばく2.25 ミリシーベルト 

 （世界一多い） 

自然放射線が高い地域での健康調査 

インドケララ州（7倍） 調査7万人ガン増加は認められず
中国広東州（3倍） 調査12.5万人全ガン相対リスク0.99

 出典元国立がんセンター放射線部長田ノ岡宏 
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天然原子炉 

予言したのは日本人科学者（１９５６年） 

アーカンソー大 Prof.P.K.Kuroda

ウラン２３８とウラン２３５（半減期：７億年）

２０億年前は環境には濃縮ウランだらけ

フランス領オクロで発見

最後に 
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私たちは生まれたときから、ずっと内部被ばく
を受けている。 

60kgの体重の体内には、常に 
7000ベクレル程度の放射能がある。 

その中で、最も多いのがK-40でCsと同様にガ
ンマ線とベータ線を放出する。

私達は、食物から摂取する放射能により年間
0.4mSv程度の内部被ばくをしている。 

放射能を含まない食品は地球上にない。 
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汚染面積:～６％ 
放射性セシウムの量:  ～1/6 
放出距離:～1/10 
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東京大学農学部における震災復興支援への取組み 

災害対策本部 
東日本大震災に関する救援・復興支援室 

福島県農業総合センター 
東京大学 

（１）高放射能の農畜水産物産業への影響
① 作物・穀物

② 家畜・畜産物

③ 土壌・微生物

④ 魚介類、海水

⑤ 放射線測定

⑥ 科学コミュニケーション他

（２）被災地農業回復についての研究開発
① 作物生産・土壌学  ②  バイオマス生産

農学生命科学研究科 

演習林   
牧場 
生体調和農学機構 
（圃場） 
水産実験所 
食の安全センター 
放射性同位元素施設 

応用生命化学・工学 
生産・環境生物 
獣医学 
応用動物科学 
森林化学 
生物環境工学 
生物材料科学 
水圏生物科学 
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東京大学農学部で進行中のプロジェクト 

キノコ

溜池 

河川 

用水 

山林 

畑 

水田 

生物・水の関与 野鳥 

果樹 動物体内分布 

牛・羊 

牧草・家畜間の循環 
畑作 

土壌 

水田生態系 

加工効果 

イネ 魚 

樹木 

ダイズ 
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魚介類 

鳥類 

北海道演習
林（富良野） 

秩父演習林 

生態水文学研
究所（瀬戸） 

富士癒しの森研究所（山中湖） 

千葉演習林（鴨川、君津） 樹芸研究所（伊豆下田） 

伊達市：イネ 、環境 

飯館村 ：イノシシ、 

（村からの要請）  水田除染、 

南相馬市： ブタ 

白河市 ： ヒツジ
鮫川村  ：果樹、野菜 

福島市 ： 果樹 

郡山市 ： センター
笠間市 ： ヤギ
田村市 ： 森林 
（2014 4月避難指示解除） 

野生生物調査 

原発事故近く 



放射性物質の移動 

イネ育種の専門家

水理の専門家 

土壌の専門家 

森林の専門家 



土壌の汚染は不均一 
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Pipe (Vinyl 

chloride) 

8.5cm 

土壌 

土壌深度別γ線測定 

NaI 

scintillator 

lead 

2cm 

by S.Shiozawa 



土壌放射線の変化（郡山市） 
(深度別γ線強度変化) 
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 (6月14日以前) 
 Cs 移動距離：   21.6 mm 

   雨量：  189 mm 

by S.Shiozawa 

 Cs 移動距離：  
   雨量：  



コムギの放射能の可視化
（2カ月経って採取）

http://www4.pref.fukushima.jp/nougyou-

entre/bu_aizu/suitouh... 

by K.Tanoi 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=13dklrb66/EXP=1321674607;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjUnNpUTJvTmdPLWhaTFFSV25mbEsyRERBNlA2RWlHb3BtQ3NfaWxXcWxuNzF3NUs1YWkwX096UFEEcAM1NmFQNWJPMjZMNnk1cVd0NTdlUDVaQ0k0NEs3NDRPejQ0S180NE84NDRDQTViQ1A2YnFtNDRDQTU1V1IEcG9zAzMEc2VjA3NodwRzbGsDcnI-/*-http:/www4.pref.fukushima.jp/nougyou-centre/bu_aizu/suitouhatasaku/suitohatasakutop.html
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=13dklrb66/EXP=1321674607;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjUnNpUTJvTmdPLWhaTFFSV25mbEsyRERBNlA2RWlHb3BtQ3NfaWxXcWxuNzF3NUs1YWkwX096UFEEcAM1NmFQNWJPMjZMNnk1cVd0NTdlUDVaQ0k0NEs3NDRPejQ0S180NE84NDRDQTViQ1A2YnFtNDRDQTU1V1IEcG9zAzMEc2VjA3NodwRzbGsDcnI-/*-http:/www4.pref.fukushima.jp/nougyou-centre/bu_aizu/suitouhatasaku/suitohatasakutop.html
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=13dklrb66/EXP=1321674607;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjUnNpUTJvTmdPLWhaTFFSV25mbEsyRERBNlA2RWlHb3BtQ3NfaWxXcWxuNzF3NUs1YWkwX096UFEEcAM1NmFQNWJPMjZMNnk1cVd0NTdlUDVaQ0k0NEs3NDRPejQ0S180NE84NDRDQTViQ1A2YnFtNDRDQTU1V1IEcG9zAzMEc2VjA3NodwRzbGsDcnI-/*-http:/www4.pref.fukushima.jp/nougyou-centre/bu_aizu/suitouhatasaku/suitohatasakutop.html


・事故当時、展開した葉に降ってきた。
・他の葉も、少量の放射線が検出された。 ３５



（枯葉） 

by K.Tanoi 



食品中の放射性セシウムの基準値 

３７



玄米の全袋検査 

・毎年１０００００００を超える玄米を測定

・平成25年から100Bq/kgを超える玄米
袋はゼロ。
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3D image of 137Cs 

Distribution of 137Cs in a rice grain. 
 after 3, 5, 7. 9. 12 and 15 days of flowering 

by an Imaging Plate (IP) 

by A.Hirose 
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 137Cs absorption of a rice plant 

water soil soil water by N.I.Kobayashi
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100 0 1000 0 2000 

最上位の葉 

一枚下の葉 

二枚下の葉 

より下の葉 

セシウム１３７の濃度（ベクレル/kg乾燥重）

山間地の谷地田 農業総合センター水田 

by K.Nemoto 
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ウグイスの羽根(Cettia diphone ) By Prof. Ken Ishida

by K. Ishida 



放射性ヘイレージでの飼育実験 

TMR 
１４日間 

TMR 
１４日間 

ヘイレージ+TMR
１４日間 

• ＴＭＲ（配合飼料）：

毎日３５キロ 

• ヘイレージ ＋ TMR：

毎日ヘイレージ１０キロ ＋ ＴＭＲ
２５キロ 
（合計３５キロ） 

餌 
35 kg 

水 80 L 

TMR 
１４日間 

TMR 
１４日間 

TMR 
１４日間 

by N. Manabe 



牛乳の放射能濃度の推移 

(日) 
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放射性セシウムを含む飼料   含まない飼料  

by N. Manabe 



葉・枝の汚染は不均一

桃の１年枝 
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Date City 
Date City 

Oguni-River 
Area 15.6km² 

by N. Ohte 



by T. Tange et al. 
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Old tissue 

Soil 

New tissue 

32 

56 

18 

137Cs movement in tree 
When the total amt. within the tree iis 5000 

4849 
45 

106 5000 

by D.Takada 



（枯葉） 

土壌 

作物 

樹木 
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放射能相対値 [%]         

  ～半年後 

A. Prof. K. Tanoi et al.

Dr. D. Takata et al. 

Prof. S. Shiozawa et al. 
≪降ってきた放射性物質の特徴≫ 

スポット状 ・ 表面にくっつく

時間と共にほとんど動かない 
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鳥類 

動物 

魚類 
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代謝 

Prof. N. Manabe et al. 

Prof. S. Watabe  et al. 

A. Prof. K. Ishida et al.
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Hokkaido Chichibu(Tokyo)   Fuji Chiba 



５６



原子力規制庁．「環境放射線データベース」から作成 

日本全国におけるCs-137月間降下量の推移 

大気圏核実験のピーク 福島原発事故 
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米国・旧ソ連により1961，62年に行われた大気圏内核実験の影響 
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おわり 

ご清聴有難うございました。 
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